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おしらせ

◎⼦ども樹⽊博⼠２００２開催
◎夏休み特別企画 昆⾍の捕まえ⽅教室開催
◎つくば科学フェスティバル２００２参加
◎多摩森林科学園森林講座開講のおしらせ
◎市町村合併に伴う住所変更のおしらせ

◎⼦ども樹⽊博⼠2002開催
  去る８⽉２５⽇（⽇）の両⽇，イベント⼦ども樹⽊博⼠２００２を⾏いました。
  このイベントは，「⼦ども樹⽊博⼠」認定活動推進協議会が推進するもので，樹⽊のふれあいを通じ
て森林と環境と⾃然科学について学ぶきっかけを作ることを⽬的に⾏われています。参加者は，樹⽊の名
前を覚え，覚えた数に応じて「⼦ども樹⽊博⼠」の認定資格が得られるというものです。去年から全国的
な規模で実施されるようになり，当所で参加者を応募したところ，つくば市内外の⼩中学⽣及び付添の⽅
を合わせ，当⽇３４名参加していただけました。
  参加者は，所内の４０種類の樹⽊を先⽣*の解説を聞きながら覚え，⼦ども樹⽊博⼠認定試験に臨みま
した。全問正解最⾼位４段の⼦ども樹⽊博⼠が１４名誕⽣し，参加者全員に廣居理事⻑，池⽥理事より認
定証が渡されました。
  今回参加された⽅が，感想を寄せて下さいましたので，ご紹介します。
 
 
 

  森林総合研究所に⾏って
     つくば市⽴東⼩学校五年  須永 晃代
 
  私は，初めて森林総合研究所に⾏って，たくさんの⽊の名前を覚えてきました。
  四⼗種類の⽊の名前，全部は，覚えられませんでした。先⽣は，四⼗種類の植物の特⻑や
理想とする場所などを，きちんと教えてくれて，質問にもきちんと答えてくれて，楽しかった
です。そして，⽊を⾒分けるには，葉だけでなく，葉のつき⽅や樹形なども，参考にすると良
いんだな，と思いました。
  最後にやった，クイズは，むずかしかったですが，四⼗問中，三⼗⼀問，正解することが
できて，三段の認定証をもらいました。
  ⽊の名前を，たくさん知ることができて，とてもいい経験ができました。
   これから，⼭や森に，出かけた時は，注意深く，樹⽊を観察したいと思います。

  ⼦ども樹⽊博⼠認定会に参加して
      つくば市⽴東⼩学校五年  川村 晃⼦
 
  私は，夏休みの⼋⽉⼆⼗五⽇（⽇）に，森林総合研究所で⾏われた⼦ども樹⽊博⼠の認定
試験にちょう戦して，三段の賞状をもらいとてもうれしかったです。
  試験の前先⽣に説明してもらい，広い樹⽊園の中にある四⼗種類の⽊の名前や特ちょうを
勉強しました。
  樹⽊園の中には研究に使われているという何百種類もの樹⽊が植えられていました。
  常緑広葉樹や落葉広葉樹や常緑針葉樹の種類，そして葉や枝の特ちょうもいっぱい覚え，
だ円形やのこぎり⻭などのいろいろな形の葉があるのも発⾒しました。
  いままでは⾒過ごしていた周りの⽊々が⾃然に⽬につくようになり，あれは何かな〜と思
うようになりました。
 来年も参加して，⽊の⼤切さなどをもっとくわしく知りたいと思います。

 
*先⽣︓
・荒⽊植物⽣態研究領域物質⽣産研究室員
・⽥中森林植⽣研究領域チーム⻑
・新⼭森林植⽣研究領域群落動態研究室⻑
・野宮森林植⽣研究領域群落動態研究室員
・清野森林植⽣研究領域植⽣管理研究室⻑（現同研究領域領域⻑）
・樋⼝森林植⽣研究領域主任研究官

◎夏休み特別企画昆⾍の捕まえ⽅教室開催
  去る８⽉２３⽇（⾦），⽣物多様性研究棟１階・もりの展⽰ルームで，夏休み特別企画昆⾍の捕まえ
⽅教室「多様性研究の原点昆⾍はどうやって捕まえる︖－⾍の捕り⽅のいろいろ－」を開催しました。
  ⼩・中学⽣を対象に１時間程度のお話や実験を，午前の部，午後の部の２回⾏い，合わせて⼦ども２
３名，付添１０名の参加がありました。
  森林昆⾍研究領域の福⼭領域⻑が，昆⾍採集の⽅法は，⾍の種類によって，いろいろ便利な⽅法があ
ることを分かりやすく説明し，実際に屋外でトラップをかけている様⼦などを説明しました。また，森林
や草原で⾒られる代表的な⾍たちを実物で展⽰し，いろいろな昆⾍が⾝の回りでもたくさん暮らしている
ことを⾒ていた
だきました。

傘を使っての⾍の捕まえ⽅を説明する福⼭領域⻑

◎つくば科学フェスティバル２００２参加
 
  去る１０⽉１２⽇（⼟），１３⽇（⽇）の両⽇，つくばカピオで，第７回つくば科学フェスティバル
２００２が開催されました。このイベントは，つくば市内外の⼩・中・⾼校⽣を対象に，科学の楽しさ，
⼤切さを理解し，科学への親しみを深めてもらうことを⽬的に，筑波研究学園都市内の研究機関・学校・
⼀般企業・各種団体などが，来場者が実際に体験できる科学実験，展⽰などを⾏うものです。イベント期
間中の来場者は，のべ８，３３０⼈にのぼり，つくば市内で開催される催しの中でも⼤規模なものの⼀つ
です。
  当所は，開催第１回⽬から参加しており，今年は「⾍のとり⽅いろいろ」をテーマに展⽰・実演を⾏
いました。
  森によって昆⾍の種類がどう違うか，季節によってそれぞれの種類の数がどう変わるか，などを説明
したパネル展⽰に加え，昆⾍採集法や調査法のいろいろと，代表的な⾍たちも実物標本で展⽰しました。
また，チョウの標本を作るコーナーには，⼤勢の⽅が参加して下さいまして⼤変好評でした。森林昆⾍研
究領域の福⼭領域⻑，同研究領域昆⾍⽣物研究室の磯野主任研究官，同研究領域昆⾍⽣態研究室の後藤研
究室員による説明に多くの⼈が関⼼を寄せて下さり，盛んに質問などが交わされていました。

◎多摩森林科学園森林講座開講のおしらせ
（第7回:平成14年12⽉10⽇開催）
（最終回:平成15年1⽉16⽇開催）
  多摩森林科学園では園内の「森の科学館」で，毎⽉１回「森林講座」を開講しています。
 第７回・最終回の森林講座は，右記の通りです。どうぞお気軽に，多摩森林科学園までお問い合わせ・
お申し込み下さい。
 
●受講料は無料ですが，⼊園料として，⼤⼈３００円・⼦供５０円（⼩〜⾼校⽣）が必要です。
 
●申し込み⽅法
  往復はがきに，ご希望の講座名，住所，⽒名，年齢，職業，電話番号をお書きの上，下記宛先へお申
し込み下さい。申し込みの受付は，講座⽇の２週間前までです。
 
●問い合わせ先・申込先
  〒193-0843東京都⼋王⼦市廿⾥町1833-81
  多摩森林科学園 Tel．0426-61-0200
 
●交通
 JR中央線・京王線⾼尾駅北⼝から徒歩約10分

■第７回開催⽇時
  １２⽉１０⽇（⽕） １３︓１５〜１５︓００
 
●講座タイトル・内容
  ⾥⼭の⾵景をつくる
    －多様な役割を持つ⾥⼭－
 
  ⾥⼭の⾵景や⽣き物，⽂化や歴史，環境教育など，多様な役割を⽣かすための⾥
⼭づくりについてお話しします。
 
◆講師  ⾹川 隆英
     （企画調整部上席研究官）
 

 
■最終回開催⽇時
  平成１５年１⽉１６⽇（⽊） １３︓１５〜１５︓００
 
●講座タイトル・内容
  ⽊は乾かして使う
    －⽊造住宅の不具合を防ぐために－
 
  ⽊造住宅を建てるときに乾いた⽊材を使⽤することの⼤切さと⽊の乾かし⽅に
ついてお話します。
 
 
◆講師  ⿊⽥ 尚宏
    （加⼯技術研究領域⽊材乾燥研究室⻑）

◎市町村合併に伴う住所変更のおしらせ
 平成１４年１１⽉１⽇より，茎崎町とつくば市の合併に伴い，当所の住所表記が変わります。
         新住所︓ 〒305-8687 茨城県つくば市松の⾥１番地

 なお，平成１５年１⽉１１⽇より，電話番号の市外局番が変更になる予定です。
        新電話番号︓  029-873-3211（代表）


